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○ 法人の概況

1 名 称  公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

2 設立年月口 平成 3年 10月 1日

(公益財団法人移行登記 日 :平成 24年 4月 1日 )

3 所在地  盛岡市内丸 16番 1号 (岩手県水産会館 5階 )

4  目  白勺

この法人は、漁業生産を担 う漁業者の確保及び育成を図るため、漁業を志向する青

年等の就業の促進及び青少年等の漁業に対する理解の向上や青年等漁業者の漁業経営

及び漁家生活等の改善向上を図るための自主的活動等に対 して支援を行ない、 もつて

本県漁業・漁村の健全な発展に寄与することを目的 とする.

5 事 業

(1)漁業担い手の確保に関す る支援事業

(2)新規漁業就業者等の育成に関する支援事業

(3)青年等漁業者の経営等の改善向上に関する組織活動支援事業

(4)地 区における漁業担い手対策を総合的に推進するための協議会活動支援事業

(5)そ の他 この法人の目的を達成するために必要な事業

6 所管官庁 岩手県

7 代表者  代表理事 大井誠治 (岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長 )

8 基本財産額  510, OOO千 円

出損状況

区  分 団体数 出捐総額 (千 円) 比率 (%) 摘 要

県 1 250, 000 49

市 町 村 12 75, 000 15 沿岸市田∫村

漁 業 団 体 36 175,000 34 漁協、連合会等

そ の 他 1 10, 000 2 海づ くり大会寄付金

計 50 510, 000 100



事 業 報 告

(平成 27年 4月 1日 ～平成 28年 3月 31日 )

1 当基金の現況に関する事項

(1)事業の経過及び成果

東日本大震災から5年が経過 し、本県漁業の復 1日 状況は、漁業生産の基盤 となる漁

船や養殖施設は概ね復旧している状況にあり、また、生産面では、ワカメ・ コンブの

海藻類の養殖に加え、貝類養殖についても徐々に出荷が始まつています。また、背後

施設等復旧、復興住宅の建設、住宅の高台移転等も始まっています。しかしながら生

産は、「がんばる養殖J等のグループで行われてお り、個人への移行が遅れている状

況下にありますが、本年度末から徐々に終了する状況となっています。しかしながら、

個人経営体数は、平成 25年度 (第 13次)漁業センサスによると前回の 5,204に 比

べ 3,278と 63%と 大幅に減少 しており、担い手の確保が急務となってる。

このため、平成 27年度の事業運営におきましては、特認事業として実施 してきた養

殖漁業復興活動支援事業については募集を停止 したところです。

このことから、基金の本来の事業である漁業担い手確保・育成事業を拡大するとと

もに国の漁業復興担い手確保支援事業の活用により新たに新規漁業就業者 50名 (漁

家子弟 27名、未経験者 23名 )の研修を支援するなど、本県漁業担い手の維持・確保

に努めました。

また、県からの漁業就業情報発信強化事業の業務を受託し、新規漁業就業者の募集

についてのポスターを印刷 し、関係者に配布するとともに、全国漁業就業者確保育成

センターの主催する漁業就業支援フェア等に参加 し活用 しました。

単位 :円

事 業 別 予算額(円 ) 決算額(円 ) 達成率(%)

基金助成事業 5,141,300 4,540,038 883

漁業担い手対策推進事業 (受託事務事業) 725,000 625,186 86.2

漁業就業情報発信強化事業業務受託 0 126,020
　̈

２

一

一

α

一

９
計 5,866,300 5,291,244

(2)財産及び損益の状況

区  分 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度

経常収益 15,753,412 14,625,818 13,123,196 11.444,210

経常費用 20,385,986 16,000,555 15,199,915 9,651,711

当期経常増減額 △ 4,632,524 △ 1,374,737 △2,076,719 1,792,499

当期一般正味財産増減額 △ 632,524 ∠ゝ 1,374,737 △ 2,076,719 1,842,499

当期指定正味財産増減額

正味財産期末残高

23,599,541

545,265,510

8,471,331 18,429,542

568,714,927

70,582,176

641,139,602552,362,104

注 :指定正味財産増減額は基本財産 (投資有価証券)の評価益によるもの。
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(3) 事業の実施状況

ア 青少年、漁業志向青年等の漁業就業促進・維持確保に関する活動支援

(ア ) 漁業担い手確保対策事業

①  小中学生漁業体験 。学習事業

地域の小中学生を対象とした漁業体験 。学習に対し助成 した。

10件 (参加小中学生等 790名 ) 助成額 475,320円

②  水産高校等連携育成事業

水産高校等と連携 して実践的な技術向上を目的とした現場実習等に対 して助

成 した。

3件 (参加人数 58名 )   助成額 389,160円

③ 漁業志向青年等体験学習事業

漁業就業を志向する青年等を対象とした漁業体験学習の開催を支援 した。

1件 (参加人数 2名 )    助成額 124,940円

イ 新規漁業就業者の育成に関する活動支援

(ア )漁業担い手育成対策事業

①  新規漁業就業者技術研修事業

新規漁業就業者が自立経営を目指 し地元先達漁家において行 う起業に必要な

基礎的知識・技術の習得の研修を支援 した。

2件 (研修受講者 2名 )   助成額 576,000円

ウ 青年等漁業者組織活動支援事業

(ア )研究グループ等活動事業

①  研究実践活動

研究グループ等の研究実践活動、研修活動経費に対 し助成 した。

9件 (参加人数 100名 )  助成額 2,190,608円

(イ )青年等交流活動事業

①  情報交換会の開催等

全国漁村青壮年・女性活動実績発表大会への参加、未婚漁業者等交流会の開

催に対 し助成 した。

3イ牛 (参カロ人数 18名 )       助成額  350,000円

②  地域 リーダー研修事業

漁業士会、県漁協女性部連絡協議会が主催する研修会、交流会の開催に対 し

助成 した。

5件 (参加人数 762名 )  助成額 434,010円

工 漁業担い手対策推進事業 (漁業復興担い手確保支援事業受託業務 )

全国漁業就業者確保育成センターからの事務委託を受けて、漁業復興担い手確
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保支援事業 (国庫補助事業)の活用促進や相談・事務指導等を実施 し、本県漁業

担い手の維持確保に努めたc 事業費 625,186円

事業区分 受入機関数 研修生数 事業費 (千円)

1新規就業者‐漁家子弟‐(94万 円/月 ) 26 ０
４ 15,789

2新規就業者‐未経験者 ― (94～ 188万 円/月 ) 18 ０
じ 19141

3資格習得支援 (講習会受講料 ) 延 56 4,215

平成 27年度の合計 (3を除く) 44 50 39,145

5前年度からの継続 (1～ 3) 38 40 46,915

注 :事業費は国から研修生受入機関に交付された補助金の額 (指導謝金等 )

オ 漁業就業相談・情報提供

漁業就業支援フェアや各種就業相談会に参加 し漁業就業相談を行 うとともに、

当基金への問い合わせや訪問者に対し随時相談に応 じた。

① 平成 27年 12月 5日 (土) 漁業就業支援フェア 2015(東京都 )

相談来場者 299名  出展団体 52団体 本県出展団体 4団体

② 平成 28年 3月 5日 (土)漁業就業支援フェア 2016 (東京都 )

相談来場者 372名  出展団体 56団体 本県出展団体 5団体

③ 県の委託を受け就業者ポスター200部 を印刷 し、関係者に配布するとともに

漁業就業者支援フェアで活用 した。

(0 重要な契約の状況

契約年月日 相手方 契約金額(円 ) 契約期間 契約の概要

H27 4.10
全国漁業就業者確保育成

センター
725、 000

H27.4.10

H28.331

H27年度漁業復興担

い手確保支援事業の

事務受託

H27.6.11 岩手県 130.366

H276.11

H278.31

H27年度漁業就業情

報発信強化事業業務

受託

(5)役職員の状況

前年度末
現  在

本年度 本年度末
現  在

備  考
増 減

役員 代表理事

理  事

監  事

1

6

2

0

1

0

０

　

　

１

　

　

０

1

6

2

計 9 0 0 9
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ａ
υ

職 員 事務局長

ブF纂

1

1

0

0

0

0

1

1

副
‐ 2 0 0 2

合 計 0 0

役員会等の開催状況

ア 評議員会の開催状況

① 平成 27年度第 1回評議員会

日   時 :平成 27年 6月 29日 (月 ) 10:30～ 11:40

場  所 :盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 平成 26年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算

書及び財産 目録の承認について

第 2号議案 平成 27年度事業計画の変更について

第 3号議案 任期満了に伴 う理事及び監事の選任について

以上原案のとお り承認

② 平成 27年度第 2回評議員会 (定時評議員会)

日  時 :平成 28年 3月 15日 (火) 13:30～ 14:20

場  所 :岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 平成 28年度事業計画及び収支予算について

以上原案のとお り承認

評議員会出席状況

役職名 氏名
第 1回

H27.6.29
第 2回

H28.3.15
蹄
嗽

評議員 岩脇 洋一 出 席 欠 席 1

評議員

評議員

評議員

評議員

門坂 繁樹 出 席 出 席
９

“

佐 藤 信 逸 欠 席

欠 席

欠 席 0

及川 勝幸

尾 前 孝 一

出 席

出 席

出 席

1

2出 席

出 席評議員 熊 谷 節 子 2

評議員 吉 田敏 男 出 席 出 席
９

“

評議員 五 日市知香 欠 席 席

一
席

欠

一
欠

0

評議員 大 森 正 明 出 席 1

評議員出席の計 6 5

注 :異動があったため評議員 11名 の表記としている。

イ 理事会 の開催状況
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① 平成 27年度第 1回理事会

日  日寺 平成 27年 6月 9日 (火)10:00～ 11:18

場  所 盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 平成 26年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算

書及び財産目録の承認について

第 2号議案 平成 27年度事業計画の変更について

第 3号議案  平成 27年度第 1回評議員会招集の件について

以上原案のとおり承認

② 平成 27年度第 2回理事会

日   日寺 平成 27/f・ 6月 29日  (月 )

場  所  (書面決議 )

決議事項 第 1号議案 代表理事 1名選定の件

以上原案のとお り承認

③ 平成 27年度第 3回理事会

日   時  平成 28年 2月 26日 (金)13:30-14:20
場  所 盛岡市内丸 14番 4号 泉金物産閉ビル 4階会議室

決議事項 第 1号議案 平成 28年度事業計画及び収支予算 (案)について

第 2号議案 定款の改正について

第 3号議案  定款の改正に伴う規則等の改正及び制定について

第 4号議案 平成 27年度第 2回評議員会の開催について

以上原案のとお り承認

理事会出席状況

役職名 氏名
第 1回
H27.6.9

第 3回
H28.2.26 晦

代表理事 大 井 誠 治 出 席 出 席 2

理  事 大 村 益 男 出 席 1

理  事 五 日市 周三 出 席 1

理 事 藤 島 純 悦 出 席 出 席
０
ん

理  事 ■1藤 大 輔 出 席 欠 席

理 事 横 山 英 信 欠 席 出 席

理  事 小野寺  恵 出 席 欠 席

理  事 伊 藤 正 明 出 席 出 席 2

監 事 向井田 敏 宏 欠 席 出 席

監 事 俸 勝司 出 席 欠 席
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理事の出席数 6名 5名

ウ 監事監査会

日   時  平局ξ274■ 5月 26日  (火)13:30-15:30
場  所 岩手県水産会館 5階小会議室

監査事項  。平成 26年度事業報告について

。平成 26年度決算について

。理事等の業務執行について

出席監事 監事 向井田敏宏 監事 俸 勝司

工 助成事業審査会

日  時 平成 28年 1月 28日 (木)13:30～ 15:30

場  所 岩手県水産会館 5階小会議室

審査事項 平成 28年度助成事業要望の審査について

出席委員 委員長 石川豊 委員 後藤均 委員 根田幸三

沿岸広域振興局水産部上席水産業普及指導員

官古水産振興センター上席水産業普及指導員

県北広域振興局水産部上席水産業普及指導員

役員等に関する事項

(1)組織

佐藤教行

野呂忠勝

藤本勝彦

助成事業審査会

ウ
′



(2)評議員名簿

(3)役員名簿

任期 :理事

監事

助成事業審査会委員名簿

平成 27年 7月 ～1■成 29年 6月 の定時評議員会終結時

平成 27年 7月 ～平成 31年 6月 の定時評議員会終結時

(の

(平成 28年 3月 31日 現在 )

区分 氏  名 常勤・■卜常勤 他団体等の役職状況

評議員 岩脇 洋 一 非常勤 岩手県信用漁業協同組合連合会長

評議員 門 坂 繁 樹 非常勤 」F共水連東北事業本部岩手支店長

評議員 佐 藤 信 逸 非常勤 IL口 町長

評議員

評議員

評議員

及 川 勝 幸 非常勤 岩手 県漁業十会副会長

尾 前 孝 一 非常勤 」
「

岩手漁青連副会長

岩手県漁協女性部連絡協議会副会長熊 谷 節 子 非常勤

評議員 吉 田 敏 男 非常勤 岩手県産業教育振興会事務局長

パイロットフィッシュ代表取締役評議員 五 日市知香 非常勤

評議員 大 森 正 明 非常勤 三基ブロックm盛岡営業所長

任期 :平成 24年 4月 1口 ～平成 28年 6月 の定時評議員会終結時

(平成 28年 3月 31口 現在 )

区分 氏 名 常勤。非常勤 他団体等の役職状況

代表理事 大 井 誠 治 非常勤

非常勤

岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長

理  事 五 日市周三 岩手県農林水産部水産担当技監

理 事

理 事

藤 島 純 悦 非常勤 岩手県漁業共済組合専務理事

工 藤 大 輔 非常勤 岩手県議会議員

岩手大学人文社会科学部教授理 事 横 llJ英 信 非常勤

理 事 小野寺 恵 非常勤 食品開発プロデュース メグミプラン=ング代表

理  事 伊 藤 正 明 非常勤 岩手県内水面漁業協同組合連合会専務理事

監 事

監 事

向井田敏宏 非常勤 岩手県町村会事務局長

博 勝 司 非常勤 岩手県信用漁業協同組合連合会 常勤監事

(平成 27年 3月 31日 現在 )

区分 氏  名 所   属

委 員 長 石 川  豊 岩手県水産技術センター首席普及指導員

副委員長 森 山 拓 也 岩手県農林水産部水産振興課主任主査

委  員 後 藤  均 岩手県漁業協同組合連合会専務理事

委  員 根 田 幸 三 (公財)岩手県漁業担い手育成基金事務局長

8



(5)退任 した役員等

氏  名 退任時のヽ ^ 退任 目 退任理 由

大 村 益 男 理  事 平成 27年 6月 29日 任期満了による

3 業務の適正を確保する体制

(1)理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

評議員会、理事会の議事録や関連資料、稟議書、報告書等の情報について、保存期

限を定める等の必要な保存・管理を実施 している。

(2)理事の職務の執行が適正かつ効率的に行われることを確保するための体制

代表理事の職務執行状況に関する理事会への報告、公印の管理、組織の分掌業務、

案件の重要度に応じた決裁権限等を定め、助成事業審査会を設置し、当基金全体とし

て理事の職務執行の効率性を確保 している。

9



事 業 報 告 の 附 属 明 細 書

1 平成 27年度助成事業実績 (総括表 )

2 平成 27年度助成事業実績 (個別表 )

3 平成 27年度漁業復興担い手確保支援事業受託業務実績

4 平成 27年度主な庶務事項
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い
い

平成27年度漁業担い手育成基金事業実績総括表
事 業 区 分 実 施 主 体 件数 決算額 (円 ) 備考

1 漁業担い手確保対策事業 14 989,420 計画に対し△176,880

(1)小中学生漁業体験・学習事業 漁業協同組合、水産高校 10 475,320 ″A4,680

(2)水産高校等連携育成事業 水産高校 3 389,160 ″A97,140

(3)漁業志向青年等体験学習事業 1 124,940 ″A75,060

2漁業担い手育成対策事業 2 576,000

(1)新規漁業就業者交流事業 0 0

(2)新規漁業就業者技術研修事業 漁船漁業経営体
う
ι 576,000

(3)OJ丁研修支援事業 0 0

3青年等漁業者組織活動支援事業 17 2,974,618 計画に対し△424,382

(1)研究グループ等活動事業 9 2,190,608

2,190,608

′′Zゝ 398,392

′′A398,392① 研究実践活動 漁業青年部・研究グループ 9

② 研修活動 漁協青年部 0 0

③ 資格取得活動 0 0

(2)青年等交流活動事業 3 350,000

① 情報交換会の開催 漁業士会、漁協女性部連絡協議会 3 350,000

② 地区活動研究実績発表大会 0 0

(3)地域リーダー研修事業(漁業士会活動等) 漁業士会本部、支部 5 434,010 計画に対し△25,990

4地区漁業担い手対策推進協議会活動事業 0 0

合計 33 4,540,038 計画に対し△601,262



平 成 27年 度 助 成 事 業 実 施 結 果 (個 男1)

公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

い
Ｎ

1漁業担い手確保対策事業
(1)小 中学生漁業体験。学習事業 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日姿文 ぶ加人数 指導者・協力機臓 事業費 助成額 備考

大船渡 岩手県立高田高等学校 1日 体験入学 高田高校 7月 31日 38名 高田高校

“

0,000)

52,027

大船渡 漁業士会大船渡支部 小中学生の漁業体験学習
大船渡市、
陸前高田市

11月 、12月 2日
蛤ノ浦小17名

気仙小12名

漁業士、大船渡水産振興
センター

“

6,000)

49,976

(50,000'

49,97(
計画額に対し△24

大船渡 陵里漁業協同組合 綾里中学の漁業体験学習
大船渡市綾
里

11月 延62名
漁協、漁業士、大船渡水
産振興センター

(76,000)

54,540

釜 石 釜石湾漁業協同組合

【平田地区少年水産教室】
・平田地区小学5年生(50人 )を対象とし
たサケ増殖学習、サケ加工体験

釜石市平田 11月 、12月 2日 延109名
釜石湾漁業協同組合
平田小学校
釜石市

100,()00 50,00C

宮古 三陸やまだ漁協 山田町内小学生対象の水産教室 山 田 町 11月 、12月 29名 山田町内の小学校
(50,380)

50,508

官古 県立宮古水産高等学校 中学生1日 体験入学 吉古市 7月 31日 1日 229名 官古市内の中学校
(100,00の

63,598 50,000

宮古 津軽石かき養殖組合産直部会磯体験、牡蠣剥き体験 菖古市
6月 3日

11月 17日
延44名 山根指導漁業士

(30,000

25,344

(30,000)

25,344
計画額に対し△4,656

官古 重茂漁業協同組合 秋サケ体験学習 菖古市
12月 3日

12月 10日
延69名 重茂漁協 (112,000)

72馬 92 50,000

久慈 種市南漁業協同組合

宿戸地区 少年水産教室

宿戸地区中学1年生(30名 )を対象とし
たウニ採り採捕、塩ウニ加工体験。

洋野町
宿戸

8月 2日 ～4日 生徒17名

・指導漁業士 吹切 守
・洋野町立宿戸中学校
・岩手県立種市高校
・宿戸漁業研究会
・宿戸女性部
・洋野町水産商工課
・県北広域振興局水産部
水産業普及指導員

(51,000)

51,840 50,000

久慈 久慈市漁業協同組合

久喜地区少年水産教室
・久喜地区小学4～ 6年生児童(43名 )を

対象とした、定置網起こし、ウニ剥き、櫂
こぎ、海浜清掃体験。
・久喜地区小学6年生児童(10名 〉を対
象とした鮭いくら、新巻づくり体験。

久慈市
久喜

7月 18日

11月 17,24日

延 115名

・久慈市漁協久喜地区生
産部・婦人部
・指導漁業士
広崎 史記

・久慈市林業水産課
・久慈市立久喜小学校、
PTA
・県北広域振興局水産部

(50,970)

59,040 50,000

計
16,350)

579,465

(480,000)

475,320 計画額に対し△4,680

単位 :円

地 区 実施主l■
r 活動の内容 (課題名 ) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

大船渡 岩手県立高田高等学校 水産クラブ研究活動
高 田高板

広 田湾、気

仙川河 口

4月 ～2月 8名 高田高校
(120,000)

52,410

(100,000)

52,410
計画額に対し△47,590

久慈 岩手県立久慈東高等学校
久慈の特産物を利用した新しい水産加
工品(ショッコ・ホヤ・マダラ)の 開発

久慈市 ～ 12月 周 年 生徒20名 ・岩手県立久慈東高等学校
(50,000)

47,310

(50,000)

47,31C
計画額に対し△2,690

宮古 県立宮古水産高等学校 宮古湾でのカキ天然種苗研究 宮古湾 ～ 12月 周年 30名 宮古漁協、岩手医大ほか
(336,300)

289,440

(336,300,

289,44C
計画額に対し△46,860



計
(506,300)

389,160
“

86,300)

389,160
計画額に対し△97,140

(3)漁業志向青年等体験学 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参カロ人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

言古
官古市漁業就業者
育成 lJ・ 議会

体験漁業の実施 官古市 1月 2名 官古漁協、宮古市
(308,000)

124,940

(200,000)

124,940

計画額に対し△75,060

計
(308,000

124,940

(200,000)

124,940
計画額に対し△75,060

1の合計
(1,

1,093,565

1,166,300〕

989,42C
計画額に対し△176,8Ы

2漁業担い手育成対策事業

指導者・協力機関等

単位 :円

地 区 受入経営体(漁業種類) 研修生氏名。年 lllT 研修の内容 研修場所 tJI修 期間 日数 協力機関等 事業費 助成額 備考

大船渡 斉藤 満 高渕 悟・45歳
コンブ養殖技術、ボイル塩蔵
加工技術の習得

大船渡市末
崎町

平成27年
5月 17日

～ 12月 20

日

大船渡市漁協末崎支所
県関係機関

296,000 296,000

大船渡 千葉幸男 國井大樹 延縄漁業、採介藻漁業研修

人船波巾ニ
陸町綾里地
先

平成Zイ 午
11月 25日

～平成28

年3月 15

日

陵里漁協 280,000

計 576,00C 576,000

い
ω

(3)0」T研修支援事業
ア 先進漁家等技術研修

2の合計 576.0001 57b,00c

地 区 研 修 生 氏 名・年 齢 研 修 先 サ 1疹 の 内 容 研修場所 日数 協力機関等 事業費 助成額 備 考

計

ノ
Jヽ計 (



3青年等漁業者資質向上活動支援事業
(1)研究グループ等活動事業

い
ヽ

ア 研究実践活動 単位 :円

地 区 実施主体
'「

究等課題 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者等 事業費 助成額 備 考

大船渡 広田湾漁協青壮年部米崎支ギマガキの天然採苗試験 小友浦 7月 ～3月 10人
水産技術センター、大船
渡水産振興センター

(320,00の

285,120

(320,000)

285,120
計画額に対し△34,880

釜 石 釜石湾漁業協同組合青年部 エゾイシカゲガイ採苗試験 釜石湾 D月 ～3月 24名
・沿岸広域振興局水産部
・水産技術センター

(229,880)

,RA,44
は29,000)

,,9000

釜 石

金伯有偲業脚 」組行日浜γR
女性部魚食普及研究グルー
プ

未利用資源を使用した加工品・料理の

開発
釜石市平田 5月 ～3月 6名

沿序ム秋振興局水産部

水産技術センター

岩手大学三陸サテライト

(310,000

268,19( 300,000

釜 石
新おおつち漁業協同組合青
年部

マガキシングルシード養殖試験 大槌湾 5月 ～3月 8
・沿岸広域振興局水産部
・水産技術センター

(315,00C

189、 877

(300,00の

189,877
計画額に対し△110,120

官 古 大沢養殖研究会 マボヤ人工採苗技術導入試験 山田町 H月 ～ 1月 10名 官古水産振興センター
(1370,500)

36233C 350,000

宮古 宮古漁協青壮年部 宮古湾マガキ天然採苗試験 宮古湾
平成27年 7月

～平成28年 3

月

11名 宮古水産振興センター
(356,000)

121,067

(350,000)

121,067

計画額に対し△228,933

久慈 野田漁友会 マガキシングルシード養殖試験 野田湾 4月 ～3月 6名 県北広域振興局水産部
(303,600)

275,544

(300,000)

275,544
計画額に対し△24,456

欠慈 小子内漁業研究会

アワビ蓄養試験の実施
・蓄養試験に係る機器 (ブロワ)購入

小子内浜地

区

H27 月

H283月
周年

・岩手水技
・県北広域振興局水産部

(240,000)

259,200

(240,000)

240,000

大船渡 綾里漁協小石浜青年部 CSAと連携した養殖ホタテの販路拡大 陵里～東京 10月 H～ 12
日

2泊 3日 大船渡水産振興センター
(254,3201

210,12(

(200,000)

200,00C

計
(2,699,3001

2,257,69[

(2,589,000)

2,190,608
計画額に対し△398,392

活動の内容 (課題名)

計画額に対し△39S,392

地 区 実施主体 石
「

1ぢ 先 研イいの内容 日

`女

協 力機 僕1等 助 成 額 備 考

計

地 区 実施主体 実 lHi場所 実 施 期 間 日数 講 師 午 備 考

計 (

小計 剛
６９‐

６９９，
鮒

２，
２

(2,b8tl,00t

, 100A0



(2)青年等交流活動事業
ア 等 単位 :円

lL区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

全県 県漁業士会
全国漁村青壮年・女性交流大会、漁業
士連絡協議会への参加

東京都
平成27年 3月

1～ 2日
4名

(156,000)

109,930 100,000

官古
宮古市漁業就業者
育成協議会

未婚漁業者等交流会 宮古市
平成28年 2月

6日
11名

宮古漁協、重茂漁協、田
老町漁協、宮古市

ゆ21,000)

412,002

宮古 県漁業士会官古支部 県外開催の情報交換会等への出席 1東京都
平成27年 3月

1～ 2日
3名 官古水産振興センター

(149,800)

101,400 50,00(

(526,800)

623,332 350,00C

指導者・協力機関等

い
い

研修事業(漁業士活 単位 :円

一ヌ
一

実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業 助成額 備考

全 県 県漁業士会
岩手県漁業士会大船渡支部内の新規
就業者の能力向上研修会

大船渡市
平成28年 1月

28日
l日 38名

岩手県漁業士会大船渡支
部漁協、県関係機関

(400,000)

227.772 100,00C

全 県 県漁業士会 漁業士会総会に併せて研修会を実施 盛岡市
平成27年 7月

4日
92名 関係漁協、県関係機関

(200,000)

226,506 100,00C

全 県 県漁業士会 東日本女性漁業士交流会を開催 盛岡市
平成27年8月

20～ 21日
37名 県関係機関等

ω00,00の

293,077 100,00C

全 県 県漁協女性部連絡協議会 郡別研修会にて研修を実施 4地区 1月 19～ 22日 580名 関係漁協、県関係機関
(300,000

125,496 100,000

大船波汁岩手県漁業士会大船渡支部 官城県漁業士会北部支部との交流 気仙沼市 3月 1日 15名 大船渡水産振興センター ⑩
　
，０‐０

６０

，

３４

(60,OoO)

34,01(:
計画額に対し△25,990

計
(1,160,000

906,861

(460,000〕

434,01C
計画額に対し△25,990

3の合計 亀鶴蝶躍亀批盤1麺
額に対し△42岬 2

4地 区漁業担い手対策推進協議会活動

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備 考

4の合計 0

:円

総合計
(6,492,750)

5,457,450

(5,141,300)

4540038
計画額に対し△601,262

地 区 実施主体 活 動 の 内 容 (課題 名 ) 実 施 場 所 日数 参 力‖人 数 助 成 額 備 考

計

小計

８ ０

　

，

３‐

５２６

，

６２３
350.l10



(事業報告附属明細書 復興担い手事務受託実績)

平成 27年度漁業復興担い手確保支援事業受託業務実績

1 業務の実績

東 日本大震災の被害に伴 う水産業従事者の離職を予防するため、岩手県内において漁

業復興担い手確保支援事業の制度周知・啓発及び計画書、精算書の作成指導を行った。

2 業務実績

(1)研修制度及び求人情報、求職情報の説明、相談対応

全国漁業就業者確保育成センター作成の事業説明資料、パンフレット及び独自作成

資料を活用 し、漁協をはじめ漁業者等に制度の周知を図るとともに、漁業就業希望者

及び研修生受入漁業者等に対 して相談 。指導等を行つた。

事項 期 間 回数 口数 内容

漁業就業支援 フ

ェア (東京 )

27.12.5 1 1日 本県募集漁船船主等の対応を支援

漁業就業支援フ

ェア (東京)

28.3.5 1 1日 本県募集漁船船主等の対応を支援

相談・指導・助 27.4.10～

28.3.31
随 時 231 日

研修制度に関す る相談等に対 し随

時対応

連絡調整及び計画書、精算書作成指導

新規就業者確保支援事業、資格等習得支援事業の計画書、精算書等の作成指導、研修

希望者への漁協の相談等について指導にあたつた。

制度利用者実績

本制度利用者は研修生 323人、資格習得受講者延べ 127人で、この状況を随時、全

国就業者確保・育成センターに報告した。

(2)

(3)

事項 期 間 回数 日数 内容

一次受入機関等

への事務指導

27.4.10～

28.3.25
随 時 227日 計画策定、計画書・精算書作成指導

事業区分
一次受入

機関数

二次受入

機関数
研修生数 備 考

前年度か ら継続 14 38 40

本年度 。新規

新規就業者 (漁家子弟 )

〃   (未 経験者 )

20

11

9

44

26

18

50

27

23

資格習得支援 13 延 56

一ヨ

ロ 延 47 延 76 延 145
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2 業務実績額 単位 :円

区分
契約額

(A)

実績額

(B)

増減

(B)一 (A)
備 考

指導事務費 725,000 625,186 △ 99,814 実績額の内訳は別

紙のとおり

計 725,000 625,186 △ 99,814
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平成 27年度漁業復興担い手確保支援事業岩手地区事務業務・経費内訳

1 公益財団法人 岩手県漁業担い手育成基金の指導事務費

区分 経費の内訳 金額 (円 ) 備考

賃金 職 員  1人 ×27,200円 /月 X12ヶ 月=326,400円

1人 ×850円 /目寺間×18時間 =15,300円

tlni畳 勤務 lCDh X l,αЮ円

“

h× 2,IXXl円 +13h× 2,160)=49,6801判

′
1ヽ 言+  376,080円

臨職  1人 X850円 X18日寺間=15,300111  小言+ 15,300円

計 391,380円

391,380

福 利 厚
生費

社会保険料  1人・ 12ヶ 月         計 130、 461円 130,461

旅費・交

通費

漁業就業支援フェア (12/5東京)1回 31,730円

漁業就業支援フェア (3/5東京)1回  31,730円

計 63,460円

63,460

通 信 運
搬費

電話料 12ヶ 月分   17,806円

切手代        380円
計 18,186円

18,186

消耗品 コビー (用紙・使用料)5,517円

プ リンターインク    10,919円

フラッ トフアイル     2,023円

言卜18.459円

18,459

会議費 会議室使用料 (H27事 業打合せ)   3,240円
3,240

計 625,186
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平成 27年度漁業就業情報発信強化事業・経費支出内訳

受託期間 :平成 27年 6月 11日 ～平成 27年 8月 31日

(単位 :円 )

項  目 金 額 内 訳

ポスター製作 94,716 。ポスター印刷   @435× 200部 =87,000× 1.08=93,960

・雑費

送金手数料 756

ポスター配布 15,427 ・ポスター配布 (郵送料)(税込)13,965

漁協への郵送 (各 5部) @400× 24件 =9,600

地区漁連への郵送 (各 2部) @205× 3件 =615

市町村への郵送 (各 3部) @250× 12件 =3,000

水産関係高校への郵送 (各 3部) @250× 3件 =750

・需用費

角 0封筒 (100枚入 り) 1,227

セロテープ @135× 1個

就業情報発信

(フ ェア出展 )

15,900 ・旅費 15,900

合計 126,043

基金負担 23

県か ら受託 126,020
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(事業報告附属明細書 庶務事項 )

主 な 庶 務 事 項

年 月 日 場 所 事記

27.4.2

27.4.17

27.5.26

27.6.4

27.6.9

27.6.12

27.6.23

27.6.29

27.6.29

27.7.11

27.7.23

27.7.27

27.8.4

27.8.5

27.8.6

27.8.7

27.8.25

27.8.27

27.9.17

27.9.15

27.10.23

27.11.10

27.11.30

27.12.5

27.12.10

27.12.18

28.1.18

28.1.25

28.1.27

28.1.28

同上

28.2.9

28.2.10

盛岡市

釜石市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

大槌町

盛岡市

盛岡市

仙台市

盛岡市

盛岡市

釜石市

大船渡市

釜石市

釜石市

久慈市

宮古市

盛岡市

花巻市

盛岡市

仙台市

大槌町

東京都

盛岡市

盛岡市

大槌町

盛岡市

久慈市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

岩手県資源管理協議会通常総会及び第 1固定例会

第 1回県水産普及総括主査会議

監事による監査

全国公益法人協会東北地区 6月 期定例講座

第 1回理事会

大槌町水産振興会第 1回担い手対策部会

岩手県資源管理協議会第 2回定例会

第 1回評議員会

第 2回理事会 (書面決議 )

漁業就業支援フェア 2015(仙 台会場)

第 1回いわて定住・交流促進連絡協議会

漁協管理者研修会

平成 27年度第 1回釜石地区漁業担い手対策推進協議会

平成 27年度第 1回大船渡地区漁業担い手対策推進協議会

第 2回県水産普及総括主査会議

「岩手県沿岸地域の魅力の体験 。発見業務」企画提案審査

平成 27年度第 1回久慈地区漁業担い手対策推進協議会

平成 27年度第 1回宮古地区漁業担い手対策推進協議会

岩手県資源管理協議会第 3固定例会

平成 27年度岩手県青年 。女性漁業者交流大会

岩手県資源管理協議会第 4回定例会

全国公益法人協会東北地区 11月 期定例講座

大槌町水産振興会第 2回担い手対策部会

漁業就業支援フェア 2015

岩手県資源管理協議会第 5回定例会

「いわてで働こう推進協議会」第 1回設立準備会

大槌町水産振興会第 3回担い手対策部会

岩手県資源管理協議会第 7回定例会

平成 27年度第 2回久慈地区漁業担い手対策推進協議会

「いわてで働こう推進協議会」第 2回設立準備会

平成 28年度助成事業に係る審査会

いわてで働こう推進協議会

第 2回いわて定住・交流促進連絡協議会
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(事業報告附属明細書 庶務事項 )

28.2.161東京都  1新 規漁業就業者総合支援事業説明会

28.2.241釜石市  1地域漁業の再生に向けた「地域づくり」セミナー

28.2.261盛岡市  1第 3回理事会

28.3.51東京都  1漁 業就業支援フェア 2015

28_3.71釜 石市  1平 成 27年度岩手県水産試験研究成果等報告会

28.3.81盛岡市  1岩 手県資源管理協議会第 1回臨時総会及び第 7固定例会

28.3.81釜石市  |(公 財)岩手県水産振興基金助成事業選定委員会

28.3.151盛岡市  1第 2回評議員会

９
“


